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学校名 名古屋市立八幡小学校 実施日 ２学期 

担当教員名 手島拓哉  小島一乃 実施学年・人数 ４，５，６年生 ３２名 

学校・学級紹介 

 名古屋市中川区の住宅街にある小学校である。学級数は２２学級と名古屋市

内では中規模である。かつて中日ドラゴンズの本拠地であったナゴヤ球場の近

くに位置する本校では，野球やサッカーが人気で，部活動で汗を流すかたわら，

クラブチームにも入って技術を磨く児童も多く，運動が好きな児童が多い。 

 学校教育目標は「豊かな心をもち，たくましく生きる子どもの育成」であり，

「勉強大好き・友達大好き・運動大好き」を３本柱に掲げている。 

実施内容 

 ４，５，６年生が行うクラブ活動「ボールゲームクラブ」で実施した。異年

齢集団であるため，運動能力の高い６年生だけでなく，運動が得意でない４，

５年生も活躍できる種目であると考えて導入した。 

 １．タグ取り鬼…相手をかわすこと，相手のタグを取ることに親しむ。 

 ２．ボールを使った一対一…ラン攻撃のみの攻防を体験する。 

 ３．パス…楕円形のボールに親しむ。 

 ４．３人ランニング…パスをもらう動きを知る。 

指導のポイント 

 初めての児童がほとんどであったため（一部の児童は昨年度少しだけ経験し

ている），基本ルールのみで行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想・印象 

今後の展望 

 前に投げることができないというルールに最初は戸惑うことが多かったが，

徐々に慣れ，生き生きと走り回る姿が多く見られた。 

 タグ取り鬼では，たくさん取った児童が取られてしまった仲間を探して復活

させたり，取られて一旦アウトとなった児童が仲間に危機を知らせたりと助け

合う姿が見られ，その後の作戦を立てる際にも学年の壁が取れ，話し合いが活

発になる集団作りができた。また，タグ取り鬼の評判がクラブ外の児童にも伝

わり，体育の準備運動の一環として取り入れてほしいという声が上がった。 

 前に投げられないという競技の特性上，ボールを持っている児童の斜め後ろ

に行けばパスが来る。そのため，ボールを持っていない時の動きが分かりやす

く，どこに行こうかと迷うことなく動くことができているように感じた。 

 毎時のまとめの際の様子を見ると，冬であるにもかかわらず，汗をたくさん

かき，肩で息をしている児童がほとんどであった。また，「ボールを持って全力

で走ったか」「トライできたか」「相手のタグを取ることができたか」という問

い全てに全員が手を挙げることができた。 

基本ルール 

１ ボールを持ったらゴールに向かって走り，一歩でもゴールに近づける。 

２ 接触をしない。タグを取る。タグを取ったら大声で「タグ！」と言う。 

３ ボールを前に投げてはいけない。 

４ タグを取られるまではパスをしない。 

５ タグを取られたら速やかにボールを離す。（パスをする） 

６ タグを取った子，取られた子は手渡しで返す，腰に着けるまで参加で

きない。 
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※コメント記入欄のスペースに制限はありませんので自由にご記入ください。また、他形式でのご提出でも結

構です。 

【お願い】 

実施レポートは、今後小学校の先生方がタグラグビーの授業を行う際の参考にするとともに、学習教材とした

タグラグビーの優れた点を広めることを目的としています。実施レポートの一部は、ラグビー協会ホームペー

ジや機関誌、制作物等でご紹介させていただきますので、公開可能な範囲でのご記入をお願いいたします。 

 今回指導をしたボールゲームクラブの児童は種目にもよるがボール運動が好

きな子が多く，楽しく活動できることは容易に想像できた。しかし，運動が得

意でない児童のいる学級でも楽しく活動することができる教材であると思う。

サッカーやバスケットボールの単元で見ていると運動が苦手な児童はボールの

後ろにいることが多い。しかし，タグラグビーではボールは後ろに来るため，

ボールが回る可能性が高い。さらに，ボールを持ったら走るというシンプルな

決まりごとがあるため，ボールの操作などで悩む必要がない。これらのことか

ら，苦手な児童も楽しく活動できるのではないかと思う。 


